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dSG：くりこみ群が有限次元（おもちゃモデル）
SAP：非マルコフ（simple random walkだとマルコフ性などの強力な手法が使えてくりこみ群の有効性が見づらい）
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モデルを思いきり簡単にすることでくりこみ群をきちんと定義し，かつくりこみ群解析が元の系の漸近的振る舞いの解析のエッセンスであることを数学的に証明した．
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2^n a, 2^n b は F_n の外側の頂点のこと
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「後半部分の解析」の一般論に関してこれが十分な定義であることは証明済み．
「前半部分の解析」もこれで十分だろうという期待が「経験則」（d=2,3 でOK，d が4以上で未解決）．

Hattori 
例えば (11)型とは単位三角錐を１歩で通り抜けて他を通ってからもう一度１歩で通り抜ける通り方．これに対応するパラメータが x(1)の2乗以下という条件がくりこみ写像で保存されるのは，直感的にはself-avoiding pathが一度通った場所の近くに戻りづらい(そのようなpathの種類が少ない)ことを表すという意味でSAPらしさを意味すると考える．
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スケール変換の方向だけ不安定(relevant)であとは効かないというのは理論物理でスケーリング仮説と呼ばれる臨界現象に普遍的とされる自然な仮定．

Hattori 
d≧3のdSGでは複数の固定点．SAPに関係するのは Ξ に入っているもの

Hattori 
|I|：I型の通り方の単位単体上の歩数(例：|(i)|=i)．パラメータをこう選ぶと総歩数に対する母関数になるので総歩数に関する漸近的性質を得る．
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臨界点があることが分かっているのは d=2,3 のみ（「前半部分の解析」．大局的軌道の追跡なので極めて難しい．あるとしたら一つであることは容易．SAFPの存在はd=2,3,4で分かっていて一般論も可能と思う．SAFPの唯一性は（この定理には必要ないが）成り立つと予想する．しかしその証明も難しいと思う．


flow of ®

for SAP on dSG,
If thisglobal RG flow structure holds true, then
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ここでいう意味でのくりこみ群解析：SG上のモデルではSAP以外にも種々可能．例えば，SG上のSAPとSG上のsimple random walkを「内挿」するモデルをくりこみ群の視点で発券し，γが内装パラメータに関して連続になっていることを調べた．篠田氏はSg上のパーコレーションを同様に解析している．くりこみ群が無限次元の場合の例として私が関係したのはシルピンスキーカーペット上の拡散の等方性の回復という現象の証明．正方(立方)格子ZdのSAWはくりこみ群がもっとひどい無限次元になるので，形式的にはくりこみ群を書けるが，それを解析するのはとても難しいと思う．dSGで成功しないようなら厳しいのではないか？
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